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研究成果の概要：１８世紀英国において大きな社会問題であった「孤児問題」を、ロンドンの

Foundling Hospital（孤児養育院）の流れを汲み現在も重要な慈善活動を行う Coram Foundation

を調査し、１８世紀イギリス文化と孤児問題の繋がりを明らかにした。また同養育院が設立さ

れた 1745 年前後にはフィールディングの『トム・ジョーンズ』など数多くの孤児小説が出版さ

れ、これらの小説の孤児主人公の特徴と制度としての養育院を設立させるイギリス文化が密接

な関係を持つことを実証した。 

 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

２００６年度 2,200,000 0 2,200,000 

２００７年度 700,000 210,000 910,000 

２００８年度 700,000 210,000 910,000 

年度  

  年度  

総 計 3,600,000 420,000 4,020,000 

 

 

研究分野：人文学 

科研費の分科・細目：文学・英米・英語圏文学 

キーワード：英国初期小説、孤児小説、コーラム・ファウンデーション、孤児養育院 

 
１． 研究開始当初の背景 ２． 研究の目的 

  
 本研究の目的は、１８世紀英国において重
大な社会問題であった「孤児問題」と、初期
英国小説の中に多く描かれた「孤児」主人公
を取り上げ、社会と文学の相互浸透の有り様
を研究し、それらを代表する「孤児性」
(bastardy)こそが、１８世紀英国文化の根幹
を成していた意識を代表する概念であるこ
とを実証することであった。 

 西洋史学や社会学では１８世紀イギリス
の孤児問題が論じられることがあったが、英
文学の分野で、イギリス初期小説と関連づけ
て議論されることは稀であった。この切実な
問題は、イギリスにおける「孤児養育院」と
いう制度に繋がり、さらには英文学の言説と
大きな関係を持っているのではないかとい
う発想を持った。実際に多くの孤児小説が養
育院設立前後に出版されているにも拘わら
ず先行研究では充分な議論がなかった。 

 
 
  



３．研究の方法 
 
 
（１）初期英国小説で、孤児の主人公を扱っ

たものを網羅的に収集し、分析を行っ
た。 

 
 
 
（２）「孤児養育院」を設立したキャプテン・

コーラムの名を冠して、その精神を受
け継いでいる慈善団体である「コーラ
ム・ファウンデーション」を調査し、
その活動と文学や芸術活動とが密接
に絡んでいることを調べた。 

 
 
 
（３）ヨーロッパでイギリスに先駆けて孤児

養育院を設立したオランダのアムス
テルダムでの文献調査及び、養育院の
施設を受け継いだ博物館などを調査
することで、イギリスの制度への影響
関係を実証した。 

 
 
 
（４）イギリスの「孤児養育院」(Foundling 

Hospital)の影響下設立されたニュー
ヨークの Foundling Hospital を調査
した。慈善と文化の二側面から考察す
ると、ニューヨークの場合、問題があ
まりに大きく、慈善団体としても運営
が極めて困難であることが判明した。  

 
 
 
 
４．研究成果 
 
 
（１）１８世紀の孤児小説を精密に解読し、

それを勤務先である大阪大学の講義
において発表したり、学会での研究発
表、シンポジウムでその成果を公表す
るなどした。孤児小説の解読にあたっ
ては、全国の研究者との意見交換を行
い、その結果をも成果に盛り込むこと
ができた。海外出張することで、イギ
リス・ロンドンの孤児養育院の調査、
アメリカ合衆国の孤児養育院調査、オ
ランダ・アムステルダムの孤児養育院
資料の検討を行い、イギリス文化にお
ける孤児問題の重要性を確認するこ
とができた。孤児養育院は社会福祉を
促進する面と、１８世紀における各種
の制度改革の一環として行われた面

があることが分かった。また孤児小説
は、当時の「孤児」に纏わる言説の重
要な表現形態であり、そこには複雑な
力学が働いていることが分かった。 

 
 
 
（２）最大の研究成果は２００８年３月３１

日付けで単著『詐術としてのフィクシ
ョン――デフォーとスモレット』（英
宝社）を出版したことであった。この
著書により、18 世紀英国小説を代表す
るダニエル・デフォーやトバイアス・
スモレットの小説のほとんどが孤児
問題と関係することが明らかになっ
た。 

 
 
 
（３）２００７年８月２０日に出版された

『未分化の母体――十八世紀英文学
論集』で、論文「遺棄された小説起源
――バスタディとイギリス十八世紀
小説」を発表した。この中で「遺棄を
伴う私生児性」を申請者は「バスタデ
ィ」と定義した。孤児問題の「遺棄」
という概念は主人公が遺棄された場
合孤児となるが、さらにこの主人公が
孤児であることを拒否して故国を遺
棄した時、西インドや東インドへの航
海者となることを実証した。 

 
 
 
（４）日本英文学会第７９会全国大会シンポ

ジア『空間表現の近代英文学――「旅
立ちと「到着」の謎』で司会兼講師を
務めた。その中での発表は「南方へ: 
“Keep still on SOUTHING” ――物
語空間としての「南海」の発見」であ
る。「孤児小説」が「冒険旅行小説」
と密接に絡むことを認識した申請者
が、両者の見地から行った、野心的研
究発表である。 

 
 
 
（５）２００７年１０月２０日に東京１８世

紀イギリス文学・文化研究会第１０回
大会において「性と交易の物語学――
世界周航記と「不名誉な交渉」
(Infamous Commerce)――」というタ
イトルで口頭発表を行った。交易と交
渉という観点からイギリス 18 世紀の
孤児小説であるフランシス・バーニー
の『イヴリーナ』などを論じたもので
ある。 



（６）上記口頭発表を加筆訂正して、『英国
小説研究』第２３冊に発表した。（英
潮社、２００８年９月）。タイトルは
「性と交易の物語学――世界周航記
と 「 不 名 誉 な 交 渉 」 (Infamous 
Commerce)――」である。 
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